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一
般
質
問

警
戒
本
部
の
動
き
は

五
十
嵐
優
一
議
員
　
７
月

25
日
の
大
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ

れ
、
避
難
指
示
を
発
令
し
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

く
し
苑
」
を
避
難
所
と
し

て
開
設
し
た
。
町
及
び
防

災
関
係
機
関
等
の
業
務
状

況
は
。

町
民
税
務
課
長
　
25
日
当

日
は
、
８
時
30
分
に
金
山

町
警
戒
本
部
を
設
置
し
て

最
初
の
会
議
を
開
催
し
た
。

当
町
で
は
初
め
て
の
避
難

指
示
を
９
時
15
分
に
発
令

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
や

く
し
苑
を
避
難
所
と
し
て

開
設
し
た
。

　
合
わ
せ
て
７
回
の
会
議

で
は
、
道
路
や
農
地
等
の

パ
ト
ロ
ー
ル
、
避
難
所
へ

の
避
難
の
状
況
・
学
校
の

一
斉
下
校
の
対
応
な
ど
も

報
告
さ
れ
た
。
町
民
か
ら

の
多
数
の
被
害
の
連
絡
に

対
し
て
は
、
消
防
団
か
ら

も
土
の
う
積
み
な
ど
対
応

し
た
。

　
関
係
機
関
の
状
況
は
、

警
戒
本
部
会
議
に
は
消
防

団
長
も
参
加
し
、
各
消
防

団
に
も
い
つ
で
も
出
動
で

き
る
指
示
を
す
る
と
と
も

に
、
注
意
喚
起
の
巡
回
も

行
な
っ
た
。
ま
た
、
消
防

支
署
及
び
駐
在
所
と
も
随

時
、
被
害
状
況
等
の
共
有

を
行
っ
た
。

　
更
に
は
、
総
合
支
庁
か

ら
派
遣
さ
れ
た
連
絡
員
も

警
戒
本
部
会
議
に
参
加
し
、

会
議
の
状
況
を
随
時
、
県

の
防
災
担
当
に
報
告
を
し

た
。

避
難
所
運
営
の
課
題
は

五
十
嵐
議
員
　
避
難
所
の

状
況
・
課
題
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
金
山
町

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

く
し
苑
」
に
避
難
さ
れ
た

方
の
最
終
的
な
人
数
は
、

15
世
帯
31
人
と
な
り
、
職

員
体
制
は
、
交
代
し
な
が

ら
概
ね
８
人
体
制
で
対
応

し
た
。

　
避
難
所
開
設
及
び
運
営

は
、
概
ね
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
た
と
考
え
て
い
る

が
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
区

分
や
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
等

へ
の
対
応
は
、
今
後
、
更

に
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　
大
規
模
な
避
難
の
場
合
、

空
調
や
電
源
、
避
難
ス
ペ

ー
ス
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、

そ
れ
ら
を
想
定
し
た
備
え

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
策
は

五
十
嵐
議
員
　
河
川
に
添

架
さ
れ
て
い
る
水
道
管
等

の
状
況
・
課
題
と
今
後
の

対
応
は
。

環
境
整
備
課
長
　
河
川
を

横
断
し
て
い
る
水
道
配
水

管
等
は
、
57
箇
所
あ
る
。

水
管
橋
の
橋
台
下
部
が
河

川
の
氾
濫
に
よ
り
周
囲
の

砕
石
や
土
が
流
さ
れ
た
結

果
、
漏
水
に
よ
る
断
水
事

故
も
発
生
す
る
な
ど
、
水

害
対
策
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
事
故
後
の
仮
設
管
の
設

置
方
法
の
検
討
と
整
理
を

行
う
ほ
か
、
応
急
復
旧
用

の
管
路
資
材
の
備
蓄
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
水
道

工
事
業
者
と
連
携
し
た
応

急
復
旧
訓
練
も
災
害
時
の

有
効
な
対
策
と
し
て
実
施

す
る
。

復
旧
・
復
興
に
向
け
た

支
援
は

五
十
嵐
議
員
　
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
に
対
す
る
支
援

は
。

町
長
　
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
災
害
対
策

の
本
部
の
要
請
を
受
け
、

金
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
運
営

す
る
。

　
セ
ン
タ
ー
開
設
の
初
期

段
階
は
、
現
在
の
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
体
制
だ

け
で
は
、
対
応
が
難
し
く
、

県
の
社
会
福
祉
協
議
会
や

各
市
町
村
か
ら
の
支
援
に

加
え
、
役
場
か
ら
の
応
援

ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
も
必
要

と
考
え
て
お
り
、
７
月
の

大
雨
災
害
時
に
も
、
戸
沢

村
と
鮭
川
村
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
職
員
を
派
遣
し
、
研

修
を
重
ね
活
動
経
験
を
し

た
。

豪
雨
災
害（
７
／
25
）の

課
題
と
対
策
は

寒
河
江
宏
一
議
員
　
金
山

町
の
災
害
時
の
課
題
は
何

か
。

町
長
　
災
害
時
の
課
題
に

公
助
、
共
助
、
自
助
が
あ

る
。

 

公
助
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
体
で
は
既
に
あ
る

役
場
庁
舎
の
非
常
用
電
源

が
無
く
、
ま
た
適
切
な
規

模
の
備
蓄
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
避
難
所
の
収
容
人

数
も
、
町
の
指
定
避
難
所

以
外
の
選
択
肢
に
つ
い
て

も
検
討
が
必
要
性
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
学
校
と
連
携
し

な
が
ら
防
災
教
育
に
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。

 
共
助
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
て
災
害
リ
ス
ク
を
確

認
し
、
役
割
分
担
な
ど
組

織
の
体
制
づ
く
り
を
改
め

て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

 

自
助
に
つ
い
て
は
、
先

日
の
大
雨
で
初
め
て
避
難

指
示
を
発
令
し
た
が
、
今

後
よ
り
危
険
な
状
況
が
生

じ
た
場
合
、
適
切
に
避
難

す
る
必
要
が
あ
る
。

寒
河
江
議
員
　
今
後
の
対

策
は
。

町
長
　
自
主
防
災
組
織
と

町
民
の
災
害
意
識
を
高
め

る
た
め
、
町
か
ら
の
積
極

的
な
働
き
か
け
が
重
要
と

考
え
る
。

ま
た
、
今
年
度
配
布
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、

防
災
訓
練
の
在
り
方
も
含

め
効
果
的
な
取
組
を
進
め

る
。

役
場
庁
舎
非
常
用
電
源

設
備
の
規
模
は

寒
河
江
議
員
　
今
後
の
非

常
用
発
電
施
設
の
予
定
は
。

総
務
課
長
　
役
場
庁
舎
非

常
用
電
源
設
備
に
つ
い
て

は
、
地
震
や
豪
雨
等
の
災

害
時
、
役
場
庁
舎
町
民
ホ

ー
ル
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
す
る
た
め
、
停
電
時

に
は
非
常
用
電
源
装
置
が

不
可
欠
で
あ
る
。
県
内
で

非
常
用
電
源
設
備
が
無
い

自
治
体
は
金
山
町
の
み
で

あ
り
、
令
和
７
年
度
に
設

置
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

寒
河
江
議
員
　
ど
の
よ
う

な
機
能
の
設
備
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
非
常
用
電
源

設
備
及
び
更
新
と
な
る
高

圧
受
電
設
備
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
、
多
目
的
に
活
用
で
き

る
小
規
模
な
倉
庫
も
兼
ね

ら
れ
る
建
物
の
予
定
で
あ

る
。

 

発
電
機
は
、
停
電
時
に

役
場
庁
舎
全
体
を
72
時
間

以
上
稼
働
で
き
る
設
備
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

東
北
電
力
と
の
契
約
電
力

の
３
倍
程
度
（
１
６
０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
）
を
出
力
で
き

る
規
模
が
必
要
。
燃
料
は

入
手
が
容
易
な
軽
油
で
、

３
０
０
０
ℓ
規
模
の
地
下

タ
ン
ク
を
想
定
し
て
い
る
。

 

建
設
場
所
は
、
旧
岸
邸

の
役
場
庁
舎
側
か
つ
道
路

側
に
寄
せ
た
配
置
で
必
要

最
小
限
の
規
模
と
し
、
消

防
法
に
準
拠
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
屋
を
想
定
し

て
い
る
。

 

事
業
費
は
、
２
億
５
千

万
円
で
起
債
の
約
７
割
が

国
か
ら
交
付
税
措
置
を
得

ら
れ
る
緊
急
防
災
対
策
債

の
予
定
で
あ
る
。

一
般
質
問

回
答
自
主
防
災
組
織
と
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

金
山
町
の
災
害
対
策
の
課
題
は

金山町も｢災害の無い町｣
　 とは言えないのでは
回答 平時から十分な準備を行なう

五十嵐 優 一 議員 寒河江 宏 一  議員

災害ボランティアセンター
（戸沢村）

破損した水道管

避難所設営状況
（改善センター）

非常用発電装置設置予定地


